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鈴鹿サーキット（三重県鈴鹿市）
1周5.807km

2022年全日本スーパー・フォーミュラ選手権
ファイナルラウンド2連戦
TEAM IMPULは2年連続のチーム・チャンピオンと
平川亮の逆転ドライバーチャンピオンを賭けて挑むも叶わず

No.19   関口   雄飛 Yuhi Sekiguchi

No.20   平川   亮 Ryo Hirakawa

carenex TEAM IMPUL

10月29日（土） 午前 公式予選
天候／快晴　コース／ドライ
気温／17℃　路面温度／24℃

　全10戦で開催される全日本スーパー・フォーミュラ選手権もついに大詰め。
10月29日～30日に三重県の鈴鹿サーキットで第21回JAF鈴鹿グランプリ
として開催された2連戦が最終ラウンドとなりました。2連戦での開催の場合は、ワンデイで午前中に予選、午後に決勝が開催さ
れることになります。
　10月29日の土曜日の午前中に開催された予選Q1Aグループには、N0.19 関口雄飛が出走しました。Q1は10分間10台で争わ
れ、予選Q1の戦い方のセオリーはセッション開始とともにまずコースインし車両の各部を温めながら状態を確認。一旦ピットイン
したあと、残り5分を切ったところで再びコースインしタイムアタックをします。計測できるラップは2周あるのですが、1周目のラッ
プもウォーミングアップに使い計測2周目に一発勝負のタイムアタックを行います。そして、その上位6台がQ2に進出することがで
きます。
　関口雄飛はその一発勝負のアタックで、1分37秒276をマークし4位でQ2進出を決めました。
　11台で争うQ1Bグループには平川亮が出走しました。平川は1分36秒866をマークし3位となり、carenes TEAM IMPULの2台
は揃ってQ2進出を果たしました。
　Q2は7分間、12台での争いです。Q2はほぼ全車が残り時間5分を切ったあたりでコースイン。2周のウォーミングアップの後、一発
勝負でのタイムアタックとなります。carenex TEAM IMPULは、N0.20 平川亮、No.19 関口雄飛の順でコースインしタイムアタック。
　平川は1分36秒982で11位から、関口は1分36秒549で7位から午後の決勝をスタートすることになりました。

　平川亮の優勝で4月に開幕した今シーズンのスーパー・フォーミュラも、
鈴鹿サーキットで開催された10月29日の第9戦、10月30日の第10戦でフ
ァイナルラウンドを迎えました。carenex TEAM IMPULは 2年連続のチー
ムタイトルと平川亮の逆転タイトルを目指し全力で戦いましたが、第9戦
でNo.19 関口雄飛が6位、N0.20 平川亮が9位でフィニッシュしポイントを
追加したもののチャンピオンを獲得することはできませんでした。



10月29日（土） 決勝
天候／快晴　コース／ドライ
気温／19℃　路面温度／30℃
5.807㎞×31周＝180.017㎞

　今シーズンのスーパー・フォーミュラの決勝は全戦14時30分にフォーメーションラップがスタート。鈴鹿サーキットでのレース
は31周または最大75分での争いとなります。
　1周のフォーメーションラップが終了し全車がスターティンググリッドにつき正式なレースのスタートが切られると、No.19 関口
雄飛は第1コーナーでひとつポジションを上げ6位、No.20 平川亮はポジションをキープしました。
　関口はオープニングラップのシケインでN0.38 坪井翔（トヨタ）に並びかけましたが、抜くには至らず。しかし、2周目の終わりの
シケインで再び並び、ストレートで抜き去り5位に上がりました。
　トップが10周を終えると義務であるタイヤ交換のためのピットインが可能になります。ここから多くの車両がピットインを行うこ
とになりました。No.19 関口雄飛も11周目にピットインしタイヤ交換を行いました。一方、No.20 平川亮はステイアウト。
　レース距離の半分を消化した16周消化時点では、ほぼ半数の車両がタイヤ交換の義務を消化しましたが、ステイアウトした
No.20 平川亮は4位、タイヤ交換を行ったN0.19 関口雄飛は13位を走行していました。
　20周目にはNo.53 佐藤連（ホンダ）がピットインしN0.20 平川亮は3位。続く21周目のシケインで　No.39 阪口晴南（トヨタ）を
抜き2位となり、No.19 関口雄飛は9位となりました。
　そしてステイアウトを続けていたN0.37 宮田莉朋（トヨタ）がピットインしたため、同じくステイアウトしていたNo.20 平川亮は
トップに立ちました。
　他車のピットインなどで26周目には5位を走行していたNo.19 関口雄飛でしたが、シケインでNo.55 三宅淳詞（ホンダ）に迫ら
れ、関口はOTS（オーバーテイクシステム）を使い果たしていたためストレートで抜かれ6位にポジションを下げました。
　N0.20 平川亮は27周目にピットイン。チームは完璧な作業でわずか5.5秒のピットストップで平川をコースに復帰させることに
成功しました。しかし、タイヤが温まっていないアウトラップでNo.38 坪井翔（トヨタ）、No.64 山本尚貴（ホンダ）に抜かれ10位とな
りました。
　レース終盤、5位を走行していたN0.19 関口雄飛でしたが、28周目の130R でNo.37 宮田莉朋（トヨタ）に並ばれ、シケイン、最
終コーナー立ち上がりまで必死に抵抗を試みましたがOTSを使い果たした状況ではいかんともしがたく5位の座を譲り6位へ。
　carenex  TEAM IMPULの2台、No.19 関口雄飛は6位で5pts。、N0.20 平川亮は9位で2pts。を追加したものの、第10戦でフル
ポイントを獲得してもトップに届かないことが確定。carenex TEAM IMPULと平川亮はともにランキング2位をかけて、10月30日
の最終戦に挑むこととなりました。



TEAM IMPUL NEXT Race Information
●SUPER GT 第8戦 11/5（土）～6（日）モビリティリゾートもてぎ

impul_official@IMPUL_official ホシノインパル全開魂





ご支援誠にありがとうございます。敬称略・順不同2022年 協賛会社様



10月29日（土） 午前 公式予選
天候／快晴　コース／ドライ
気温／17℃　路面温度／24℃



10月29日（土） 決勝
天候／快晴　コース／ドライ
気温／19℃　路面温度／30℃    5.807㎞×31周＝180.017㎞



RANKING
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鈴鹿サーキット（三重県鈴鹿市）
1周5.807km

2022年全日本スーパー・フォーミュラ選手権
ファイナルラウンド2連戦
carenex TEAM IMPULと平川亮はともに
ランキング2位をかけて最後の戦いに挑みました

No.19   関口   雄飛 Yuhi Sekiguchi

No.20   平川   亮 Ryo Hirakawa

carenex TEAM IMPUL

10月30日（日） 午前 公式予選
天候／快晴　コース／ドライ
気温／17℃　路面温度／20℃

　前日の第9戦の結果、今シーズンはcarenex TEAM IMPULのチームタイ
トル、平川亮のドライバーズタイトルをは逃したものの、ランキング2位の
座をかけ有終の美を飾るべくチームは一丸となって最終戦に臨みました。
　予選Q1AグループにはNo.19 関口雄飛が出走。1分37秒743をマーク
しましたが、11台中10位となりQ2に進出することができませんでした。
　予選Q1Bグループには平川亮が出走。1分36秒878のタイムで10台中6
位となり、平川は2戦連続でQ2進出を果たしました。
　7分間、12台で争うQ2で平川は1分36秒688をマークし6位。前日の第9
戦で同ポイントに並んだ2位争いのライバル、サッシャ・フェネストラスの
ひとつ前のグリッドから決勝のスタートを迎えることになりました。

　前日の第9戦から一夜明け、carenex TEAM IMPULは関口雄飛、平川亮
の2人のドライバーで今シーズン最後の戦いに挑みました。チームランキ
ング2位、そして平川にとってもドライバーランキング2位をかけての戦い
で、N0.20 平川亮は5位、No.19 関口雄飛は11位でフィニッシュ。carenex
　TEAM IMPULはチームランキング2位、平川亮は2勝してドライバーラン
キング3位、関口雄飛は1勝してドライバーランキング7位で2022年のすべ
ての戦いを終えました。



10月30日（日） 決勝
天候／快晴　コース／ドライ 
気温／21℃　路面温度／32℃
5.807㎞×31周＝180.017㎞

　チーム、ドライバーともにチャンピオンは前日の第9戦の結果で他に決まってしまったものの、チーランキング2位を争うcaren-
ex TEAM IMPUL、そしてNo.20 平川亮の戦いは続きます。それは、チームポイントに貢献するだけでなく、自身のドライバーズラ
ンキングを一つでも挙げたいNo.19 関口雄飛にとっても同じです。
　そんな思いを乗せて、いつものように14時30分に決勝のフォーメーションラップがスタートしました。全車が再びスターティン
ググリッドにつくと、レッドシグナルがブラックアウトし正式なスタートが切られました。
　スタートでNo.20 平川亮はポジションをキープ。20位スタートのNo.19 関口雄飛はいきなり16位までポジションを4つ上げるこ
とに成功しました。そのオープニングラップの第1コーナーでNo,12 福住仁嶺がコースアウト。すぐさまセーフティカーが導入され
ることになりました。
　3周目にセーフティカーが外れレース再開。リスタート直前のシケインでNo.53 佐藤連がスピン、No.19 関口雄飛はリスタート
で15位に順位を上げました。
　4周目にシケインでNo.20 平川亮に同ポイントでドライバーズランキング2位を争うNo.4 サッシャ・フェネストラス（トヨタ）がサ
イドバイサイドに並びかけてきました。そして、第1コーナーで平川はフェネストラスに抜かれ7位に後退。5周を終了した時点で
No.19 関口雄飛は13位を走行していました。
　10周を終了するとピットウインドウが開きタイヤ交換の義務を消化することが可能になります。この周に9台がピットインを行い
ました。11周終了時点の順位は平川が5位、関口は8位となっていました。
　13周目にNo.50 松下信治（ホンダ）とNo.36 ジュリアーノ・アレジが接触。松下がコースアウトし2度目のセーフティカーが導入
されました。このタイミングでNo.20 平川亮、No.19 関口雄飛がピットイン。　１8周目にレースが再開された時点の順位は、平川
が6位、関口は13位となってしまいました。。
　19周目のスプーンの飛び込みでNo.20 平川亮はNo,38 坪井翔（トヨタ）を抜き5位になり、前を行くNo.4 サッシャ・フェネストラ
スを追いかけます。20周目の第1コーナーからS字にかけて平川はフェネストラスに並びかけましたが、抜くことはできず順位はそ
のまま。
　21周目、No.19 関口雄飛でNo.3 山下健太（トヨタ）を豪快に抜き去りポイント獲得まであとひとつの11位に浮上。関口は24周
目のシケインでNo.38 坪井翔を（トヨタ）抜きましたが、OTS（オーバーテイクシステム）が残っていない関口はストレートで抜き返
されてしまいました。まったく同じ状況が25周目、26周目にも展開され、26周目のストレートではNo.7 小林可夢偉（トヨタ）にも抜
かれ12位へポジションダウン。しかし、28周目のシケインで関口はついに坪井翔を抜き去り11位へアップ。
　しかし、順位はそのままでNo.19 関口雄飛は11位でポイント獲得ならず。No.20 の順位も変わらずNo.4 サッシャ・フェネストラ
ス（トヨタ）に続く5位でフィニッシュ。この結果、carenex TEAM IMPULはチームポイントをトータル126pts.としランキング2位。平
川亮は84pts.としドライバーズランキング3位、関口雄飛は43pts.でドライバーズランキング7位で2022年のシリーズを終えまし
た。
　悔しい結果ではありますが、来シーズンもチャンピオン争いを展開できるようTEAM IMPUL全員で頑張ります。
　今シーズンを通し支えていただいたスポンサーの皆様、応援し続けていただいたファンの皆様に感謝いたします。



TEAM IMPUL NEXT Race Information
●SUPER GT 第8戦 11/5（土）～6（日）モビリティリゾートもてぎ

impul_official@IMPUL_official ホシノインパル全開魂



監督・ドライバーのコメント

星野  一義  監督 Kazuyoshi Hoshino

　今回のレースではドライバーが頑張って抜いても、また抜き返されてしまう展開の連続。きつい
戦いでした。今回のデータを分析して、来年もチャンピオン争いが続けられるようシーズンオフも
頑張ります。スポンサーの皆さんのご支援、ファンの皆さんの応援、ありがとうございました。

　最終戦は最後列からのスタートスタートでしたが。序盤からペースはよく前車をパスしてポジシ
ョンを上げられました。しかし、オーバーテイクシステムがレース終盤に尽きてしまい、コーナーで
抜いてはストレートエンドで抜き返されるという展開になってしまいました。抜けない鈴鹿であれ
だけ抜けたのは良かったですが、チームチャンピオンを獲れなかった悔しさも、自分自身への悔し
さも残ったシーズンでした。
　今年1年間応援してくださったファンの皆様、スポンサーの皆様、そして素晴らしいマシンやエン
ジンを用意してくださったチーム関係者の皆様に感謝すると共に、この悔しさをバネにして、来年
も絶対的な速さを追求します。

No.19 関口  雄飛 Yuhi Sekiguchi

　今シーズンは、チャンピオン狙いで序盤戦はいいスタートを切れましたが、中盤線以降不運な
ノーボイントレースも重なり失速してしまいました。そのため野尻選手に突き放され、第9戦でチャ
ンピオンを決められてしまいました。最終戦も決勝ペースが良くなく、サッシャ選手を追いかける
も届かず悔しい5位フィニッシュ。ドライバーズランキング3位、チームランキング2位となりました。
これまで1年間応援ありがとうございました。

No.20 平川  亮 Ryo Hirakawa



ご支援誠にありがとうございます。敬称略・順不同2022年 協賛会社様



10月30日（日） 公式予選
天候／快晴　コース／ドライ
気温／17℃　路面温度／20℃



10月30日（日） 決勝
天候／快晴　コース／ドライ 
気温／21℃　路面温度／32℃    5.807㎞×31周＝180.017㎞



RANKING


